
 
 

第４号 (２００７年) 目次 
 
 
＜日本宗教学会第65回学術大会企画報告 ＞ 
         「他性と媒介 ―― 京都学派とフランス哲学 ――  」 
 

序文 
                            …… 佐藤 啓介(2) 
種的社会の展開 ―― 田辺元とフランス社会思想  

                                                      …… 伊原木 大祐(5) 
否定する愛 ―― 田辺・波多野・マリオンと存在愛論 

                                                            …… 佐藤 啓介(11) 
    ベルグソンと西田幾多郎 

                                                       …… 片柳 榮一(16) 
時間と他者 ―― レヴィナスと波多野の比較考察 

                                                       …… 山口 尚(20) 
フランス哲学と京都学派 ―― 司会者による後書き 
                                                       …… 川口 茂雄(27) 

 
 

――――――――――          ―――――――――― 
 
   ハイデッガーにおける「転回」についての予備的な輪郭づけの試み  
           ――『道標』におさめられた３つの論考を手がかりにして 
                                                                …… 田鍋 良臣(30) 
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